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老健いばらき



会
長
　
挨
　
拶

　
一
般
社
団
法
人

　
　
茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
　

会
長
　
小
柳
　
賢
時

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
定
義
が
在
宅
支
援
・

在
宅
復
帰
を
目
指
す
そ
の
地
域
の
拠
点
と
な
る

施
設
と
明
確
化
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
も
定
義
に
基
づ
い
た
方

向
性
が
出
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
老
健
の
類
型

も
そ
の
他
型
と
な
る
と
相
当
厳
し
い
経
営
と
な

り
ま
す
。
茨
老
健
の
全
て
の
施
設
が
基
本
型
以

上
の
類
型
と
な
り
、
さ
ら
に
上
の
類
型
を
目
指

し
努
力
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
も
介
護
に
関
わ
る
人
材
が
必
要
で
、

人
材
不
足
に
つ
い
て
久
し
く
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
が
有
効
な
仕
組
み
が
見
え
て
き
て
い
ま
せ

ん
。
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
年
間
３
０
０
名
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福

祉
士
候
補
生
や
技
能
実
習
生
、
介
護
留
学
生
に

お
い
て
も
日
本
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
は
来
て

く
れ
ま
せ
ん
。
政
府
に
お
い
て
外
国
人
労
働
者

を
増
や
す
為
、
入
国
時
の
日
本
語
レ
ベ
ル
を
緩

や
か
に
、
ま
た
在
留
期
間
の
延
長
な
ど
が
議
論

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
直
接
介
護
に
携
わ

る
介
護
の
現
場
で
は
日
本
語
能
力
は
必
要
で

す
。
医
療
機
関
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
支

払
っ
た
紹
介
料
は
年
間
６
０
０
億
円
に
昇
り
、

人
材
獲
得
競
争
の
激
化
に
伴
い
紹
介
手
数
料
は

増
大
し
て
い
ま
す
。
介
護
機
関
に
お
い
て
も
同

様
に
有
料
紹
介
事
業
者
へ
の
存
在
度
が
高
ま

り
、
紹
介
料
も
莫
大
と
な
り
経
営
に
も
負
担
と

な
り
ま
す
。
税
金
や
保
険
料
か
ら
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。
今
後
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
人

材
不
足
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
く
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
域
・
施
設
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
密
着

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
挨
拶

　
茨
城
県
保
健
福
祉
部

　
　
　
　
健
康
長
寿
福
祉
課
　
　
　
　
　

課
長
　
杉
山
　
順
彦

　

こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
の
組
織
改
正
に
伴

い
健
康
長
寿
福
祉
課
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

杉
山
順
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
保
健
福
祉
の
向

上
並
び
に
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
行
し
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
今

年
４
月
１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
２
８
．
６
％

と
、
３
．
５
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
，
こ
の
よ
う
な
中
、
人

生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
高
齢
者
１
人
ひ

と
り
が
健
康
で
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
３
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
７
期
い
ば
ら
き
高
齢

者
プ
ラ
ン
21
」
を
今
年
３
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
団
塊
の
世
代
全
て
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
可
能
な
限
り
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
施
策
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
介
護
老
人
保
健
施
設
に
は
、
在
宅
支

援
・
在
宅
復
帰
の
た
め
の
地
域
拠
点
と
し
て
、

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
機
能

維
持
・
回
復
の
役
割
を
担
う
施
設
と
し
て
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け

て
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
健
康
長
寿
福
祉
課
は
、
健
康

長
寿
日
本
一
を
目
指
し
て
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
介

護
保
険
施
設
等
の
整
備
や
介
護
保
険
事
業
所
の

指
導
・
監
査
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
認
知
症

対
策
、
高
齢
者
権
利
擁
護
対
策
及
び
要
介
護
認

定
等
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
ケ

ア
推
進
課
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
組
織
改
正

に
よ
り
「
茨
城
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

構
築
に
よ
る
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
本
県
の
高
齢
者
保
健
福

祉
行
政
の
推
進
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴

協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人

　
　
茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

理
事
　
宮
田
　
澄
子

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
医
療
・
介
護
報

酬
の
同
時
改
訂
の
も
と
、
や
っ
と
新
し
い
シ
ス

テ
ム
に
対
応
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
、
老
人
保
健
施
設
の
評
価
を
家
庭
復
帰
に

関
連
し
た
部
分
で
区
分
し
、
報
酬
に
か
か
わ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
の
地
域

ご
と
の
再
編
成
と
同
時
に
、
地
域
に
お
け
る
老

健
の
再
編
成
を
見
据
え
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。
病
院
か
ら

期
限
が
関
係
し
て
退
院
す
る
方
を
老
健
が
受
け

て
、
私
達
は
そ
の
方
の
病
状
・
介
護
必
要
度
や

在
宅
の
介
護
力
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
期
限
を

切
っ
た
退
所
は
迫
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
現
実
が

あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
が
増
え
、
同
時
に
少
子
化
社
会

で
あ
り
、
高
齢
化
と
い
う
意
味
で
は
私
た
ち
の

仕
事
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
少
子

化
が
関
連
し
た
人
手
不
足
は
深
刻
で
す
。
機
械

化
で
人
員
を
削
減
で
き
る
工
場
と
は
違
い
、
私

達
は
生
き
て
い
る
人
間
に
関
わ
っ
て
ケ
ア
を
し

て
い
ま
す
か
ら
、
効
率
重
視
と
い
う
わ
け
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
ケ
ア
が
魅
力
の
あ
る
仕

事
で
あ
る
に
は
、
利
用
者
が
生
き
生
き
と
す
る

よ
う
な
ケ
ア
を
提
供
し
、
そ
の
利
用
者
の
姿
を

見
て
ス
タ
ッ
フ
も
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る

よ
う
な
職
場
づ
く
り
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
充
足
せ
ず
、
ケ
ア
の
質
の

低
下
を
危
惧
す
る
よ
う
な
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
介
護
医
療
院
と
い
う
新
し
い
施
設
が

こ
の
4
月
か
ら
介
護
保
険
施
設
に
加
わ
り
、
介

護
3
施
設
が
4
施
設
に
な
り
ま
し
た
。
筑
西
市

で
は
ま
だ
み
か
け
て
い
な
い
の
で
イ
メ
ー
ジ
が

わ
き
ま
せ
ん
が
、
療
養
型
病
床
が
介
護
保
険
側

に
入
っ
て
く
る
感
じ
で
、
リ
ハ
ビ
リ
（
個
別
リ

ハ
ビ
リ
と
生
活
リ
ハ
ビ
リ
）
機
能
は
あ
ま
り
重

視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
持
つ

多
様
性
で
あ
る
、
家
庭
復
帰
・
在
宅
支
援
・
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
（
も
し
く
は
看
取
り
ケ

ア
）
は
地
域
で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

－　 －
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城
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①�　

健
康
寿
命
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
養
成

等
に
よ
り
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
の
対
応
と
し

て
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
と
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

②�　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
に
よ
り
、

社
会
全
体
で
認
知
症
高
齢
者
等
を
見
守
る
と

と
も
に
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
診
断
、
認

知
症
予
防
の
推
進
を
図
り
、
認
知
症
へ
の
対

応
と
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
に
努
め
る
。

②�　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
整
備

し
、
質
の
高
い
介
護
人
材
の
養
成
・
確
保
、

介
護
職
員
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
努
め
、

利
用
者
本
位
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
。

④�　

茨
城
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
医
療
提
供
施
設
等
グ
ル
ー

プ
化
推
進
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率

的
な
訪
問
看
護
へ
の
支
援
等
に
よ
り
、
在
宅

医
療
と
介
護
連
携
を
推
進
す
る
。

⑤�　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
へ
の

支
援
施
策
の
拡
充
や
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
に
お
い
て
、
老
健
は
地
域

に
根
差
し
た
包
括
的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
と

し
て
の
大
き
な
役
割
を
担
う
な
ど
、
よ
り
一
層

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
に
は
本
県
の

高
齢
者
保
健
福
祉
行
政
の
推
進
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

老
健
の
多
職
種
・
多
機
能
を
地
域
で
生
か
せ

る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

老
健
い
ば
ら
き
第
53
号

特
　
別
　
寄
　
稿

　
茨
城
県
保
健
福
祉
部部

長
　
木
庭
　
　
愛

　

茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
保
健
福
祉
の
向

上
並
び
に
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
は
介
護
報
酬
の
改
定
が

あ
り
、
加
え
て
、
６
年
に
一
度
の
医
療
・
介
護

の
同
時
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
末
に

「
第
７
期
い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
」
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
】

　

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
質
が
高
く
効
率
的
な
介

護
提
供
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

次
の
４
つ
が
大
き
な
柱
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

①�　

中
重
度
の
要
介
護
者
も
含
め
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
適
切
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
切
れ
目
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
。

②�　

介
護
保
険
の
理
念
や
目
的
を
踏
ま
え
、
安

心
・
安
全
で
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に

資
す
る
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
こ
と
。

③�　

多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
と

し
て
、
人
材
の
有
効
活
用
・
機
能
分
化
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
等
を
用
い
た
負
担
軽
減
、
各
種

基
準
の
緩
和
等
を
通
じ
た
効
率
化
を
推
進
す

る
こ
と
。

④�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
の
安
定

性
・
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
「
老

健
」
と
い
う
。）
に
係
る
介
護
報
酬
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
老
健
に
こ

れ
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
在
宅
復
帰
」

に
加
え
、「
在
宅
支
援
」
を
担
う
施
設
で
あ
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
，
そ
れ
を
踏
ま
え
た
改
定
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
定
の
内
容
と
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま

で
、
老
健
で
は
在
宅
復
帰
率
・
ベ
ッ
ド
回
転

率
・
重
度
者
要
件
と
い
う
３
つ
の
指
標
に
よ

り
、「
従
来
型
」「
加
算
型
（
在
宅
復
帰
・
在
宅

療
養
支
援
機
能
加
算
算
定
）」「
在
宅
強
化
型
」

と
い
う
３
類
型
で
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、

10
項
目
の
評
価
指
標
か
ら
算
出
さ
れ
た
点
数
に

よ
り
、「
基
本
型
」「
加
算
型
」「
在
宅
強
化

型
」「
超
強
化
型
」「
そ
の
他
型
」
の
５
つ
に
細

分
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、「
排
せ
つ
支
援
加
算
」
や
「
褥
瘡

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
」
等
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
７
期
い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
】

　

一
方
、
県
で
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見

据
え
、
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
標
に
か
か
げ
、

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
７
期

い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
次
の
５
つ
を
施
策
の
柱
と
し
て
「
茨

平
成
30
年
度
　

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

�

　
事
業
計
画

５
月

広
報
委
員
会
「
老
健
い
ば
ら
き
」
担
当
者
会
議

（
８
日
）

栄
養
専
門
委
員
会　
認
知
症
の
栄
養
ケ
ア
に
つ

い
て
（
９
日
）

定
時
社
員
総
会
・
定
例
理
事
会
（
25
日
）

６
月
看
護
・
介
護
専
門
委
員
会　
意
見
交
換
会
（
27
日
）

リ
ハ
ビ
リ
専
門
委
員
会　
同
時
改
定
を
踏
ま
え
て

　
～
老
健
で
働
く
リ
ハ
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る

姿
勢
に
つ
い
て
～
（
11
日
）

７
月

支
援
相
談
員
専
門
委
員
会　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
在
宅
復
帰
に
つ
い
て
・
加
算
に
つ
い
て
・
各

種
連
携
に
つ
い
て
（
19
日
）

事
務
専
門
委
員
会　
接
遇
研
修
（
多
職
種
対
象
）

（
11
日
）

８
月
学
術
委
員
会　
研
究
発
表
会
担
当
者
会
議

老
健
い
ば
ら
き
第
53
号
発
行
（
１
日
）

９
月
支
援
相
談
員
専
門
委
員
会　
報
酬
改
定
に
伴
う

対
策
に
つ
い
て
（
21
日
）

県
委
託
事
業
「
茨
老
健
会
員
施
設
職
員
対
象　

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」

10
月
看
護
・
介
護
専
門
委
員
会　
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

リ
ハ
ビ
リ
専
門
委
員
会　
疑
義
解
釈
の
解
説　

地
域
と
老
健
と
の
関
わ
り
方

　
新
設
加
算
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
（
12
日
）

11
月

事
務
専
門
委
員
会　
座
談
会
（
介
護
報
酬
改
定

メ
イ
ン
）

栄
養
専
門
委
員
会　
食
中
毒
な
ど
の
衛
生
管
理

に
つ
い
て

　
災
害
時
の
栄
養
管
理
等

広
報
委
員
会
「
老
健
い
ば
ら
き
」
担
当
者
会
議

定
例
理
事
会
（
９
日
）

12
月
学
術
委
員
会　
研
究
発
表
会
担
当
者
会
議

県
委
託
事
業
「
茨
老
健
会
員
施
設
職
員
対
象　

権
利
擁
護
推
進
員
養
成
研
修
」

１
月
予
定
な
し

２
月

第
26
回
研
究
発
表
会
茨
城
県
功
労
者
・
協
会
功

労
者
・
永
年
勤
続
者
表
彰

老
健
い
ば
ら
き
第
54
号
発
行

リ
ハ
ビ
リ
専
門
委
員
会　
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

３
月
職
種
別
専
門
委
員
会

定
例
理
事
会

－　 －3

老健いばらき



と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
事
が

よ
り
強
く
求
め
ら
れ
た
改
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
例
年
通
り
、
前
期
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
、
後
期
に
は
全
老
協
の
在
宅
支
援
推
進
部
会

か
ら
伊
藤
健
博
様
を
お
迎
え
し
て
加
算
等
に
関

す
る
研
修
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
専
門
委
員
会

　
鹿
　
野
　
苑

�

吉
川
　
美
里

　

今
年
度
よ
り
、
事
務
専
門
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
鹿
野
苑
の
吉
川
美
里
で
す
。
不
慣
れ
な
事

も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
今
年
度
も
年
２
回
の
研
修
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
第
１
回
目
は
毎
年
好
評

で
あ
る
全
職
種
対
象
の
接
遇
研
修
を
開
催
予
定

で
す
。
事
務
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
職
種

も
参
加
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
第
２
回
目
は
情
報
交
換
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
迎

え
、
日
頃
の
疑
問
や
悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
、

業
務
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
委
員
会
の
運

営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

職
種
別
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長
挨
拶

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
専
門
委
員
会

　
み
　
が
　
わ
　

�
笠
原
　
鉄
聡

　

引
き
続
き
、
２
期
目
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
委
員
会
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
老
健
み
が
わ
理
学
療
法
士

の
笠
原
鉄
聡
で
す
。
あ
ら
た
め
て
私
に
課
せ
ら

れ
ま
し
た
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

１
期
目
の
就
任
に
際
し
て
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
職
と
し
て
の
知
識

や
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
施
設
間
同
士
の
横
の

つ
な
が
り
も
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
てFacebook

やTw
itter

、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
情
報
発
信
の
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
県

南
で
の
研
修
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

老
健
に
努
め
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
と
っ
て
有
意

義
な
研
修
を
開
催
で
き
る
よ
う
、
委
員
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
委
員
会
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

看
護
・
介
護
専
門
委
員
会

　
田
尻
ヶ
丘
ヘ
ル
シ
ー
ケ
ア

�

塚
田
　
尚
樹

　

平
成
30
年
度
、
看
護
・
介
護
専
門
委
員
会
に

て
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、介
護
老
人
保
健
施
設
田
尻
ヶ
丘
ヘ
ル
シ
ー

ケ
ア
の
塚
田
尚
樹
で
す
。
日
頃
よ
り
、
委
員
会

の
運
営
に
ご
協
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
年
２
回
の
研
修
会
を
予
定
し
て
お

り
、
第
１
回
研
修
会
は
、
意
見
交
換
会
を
兼
ね

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
多

数
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
今
回
交
し
合
っ
た

意
見
等
を
日
頃
の
業
務
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
次
回
は
、
10
月
頃
に
、
認

知
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
、
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
の
研
修
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
当
委
員
会
の
運
営
に
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
援
相
談
員
専
門
委
員
会

　
か
す
み
が
う
ら

�

下
河
辺
　
敦
子

　

今
年
度
よ
り
、
支
援
相
談
員
専
門
委
員
会
の

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
老
健
か
す

み
が
う
ら
の
下
河
辺
敦
子
で
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
精
い
っ
ぱ
い
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
報
酬
体
系
の

見
直
し
や
加
算
の
新
設
等
に
よ
り
、
老
健
施
設

栄
養
専
門
委
員
会

　
か
す
み
が
う
ら

�

山
崎
　
真
美
子

　

今
年
度
よ
り
、
栄
養
専
門
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
か
す
み
が
う
ら
管

理
栄
養
士
の
山
崎
真
美
子
で
す
。
委
員
の
皆
様

と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
精
一
杯
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

５
月
に
開
催
し
た
第
１

回
研
修
会
で
は
、
福
島
大
学
短
期
大
学
部
講
師

の
田
村
佳
奈
美
先
生
に
『
認
知
症
の
栄
養
ケ

ア
』
を
、（
株
）
明
治
の
田
所
友
美
氏
に
『
褥

瘡
の
栄
養
管
理
』
を
ご
講
演
頂
き
、
多
数
の
方

に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
保
健
所
職
員
を
講
師
に
迎
え
衛

生
管
理
の
最
新
情
報
や
災
害
時
の
栄
養
管
理
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
開
催
予
定
で
す
。
ま

た
、
次
年
度
に
は
、
講
師
に
麻
植
有
希
子
先
生

を
お
招
き
し
、
介
護
報
酬
を
算
定
す
る
に
あ

た
っ
て
の
栄
養
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ご
講
演
し
て

頂
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
有
意
義
な
研
修
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
を
基
に
企

画
・
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
当
委
員
会
に
ご
理
解
ご
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

－　 －

老健いばらき

4



介護給付に関する各種加算に関するアンケート調査結果
　　★調査対象　⇒茨城県介護老人保健施設協会会員107施設（平成30年６月８日現在）
　　　　　　　　⇒平成30年６月８日現在にもとづいて調査
　　★回収総数　⇒76施設（回収率71.7％）

介護保健施設サービス（基本部分）

介護保健施設サービス（加算）

注）加算「有」と回答した施設について
　　・現に加算の実績がある。
　　・平成30年5月時点で加算請求していなくても、既に加算を算定する体制（人員、書式等）が整備されており、且つ6月に加算請求する予定がある。
注）加算「無」と回答した施設について
　　・加算の届出をしていない。
　　・加算の届出をしていても、加算を請求する体制（人員、書式等）が整備されていない。
　　・加算を請求する体制（人員、書式等）が整備されているが、対象者がいない。

8（10.5%）

48（63.2%）
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夜勤職員配置加算

短期集中リハビリテーション実施加算

認知症短期集中リハビリテーション実施加算

認知症ケア加算

若年性認知症入所者受入加算

在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅰ

在宅復帰・在宅療養支援機能加算Ⅱ

外泊時費用

外泊時費用（在宅サービスを利用する場合）

ターミナルケア加算

療養体制維持特別加算Ⅰ

療養体制維持特別加算Ⅱ

初期加算

再入所時栄養連携加算

入所前後訪問指導加算Ⅰ

入所前後訪問指導加算Ⅱ

試行的退所指導加算

退所時情報提供加算

退所前連携加算

訪問看護指示加算

栄養マネジメント加算

低栄養リスク改善加算

経口移行加算

経口維持加算Ⅰ

経口維持加算Ⅱ

口腔機能維持管理体制加算

口腔機能維持管理加算

療養食加算

在宅復帰支援機能加算

かかりつけ医連携薬剤調整加算

緊急時施設療養費

所定疾患施設療養費Ⅰ

所定疾患施設療養費Ⅱ

認知症専門ケア加算Ⅰ

認知症専門ケア加算Ⅱ

認知症行動・心理症状緊急対応加算

認知症情報提供加算

地域連携診療計画情報提供加算

褥瘡マネジメント加算

排せつ支援加算

サービス提供体制強化加算Ⅰ

サービス提供体制強化加算Ⅱ

サービス提供体制強化加算Ⅲ

介護職員処遇改善加算Ⅰ

介護職員処遇改善加算Ⅱ

介護職員処遇改善加算Ⅲ

介護職員処遇改善加算Ⅳ

介護職員処遇改善加算Ⅴ
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　いなしきの郷は、自然豊かな田園地帯の中、プライバ
シーが守られた居室でゆったり、のんびりとご自分のペー
スでケアライフを過ごして頂ける施設です。可能な限りご
自宅に近い環境を整え、安心して介護を受けていただけま
す。
　当施設の取り組みとして、デイケアの利用者様、入所の
利用者様と共に園芸を行っています。
　サツマイモやじゃがいもなど作っていますが、収穫した
野菜は、レクリエーションで、おやつ作りなどをして、皆
さんで食べます。野菜や花の成長が気になり、天気の良い
日は、利用者様から散歩の誘いがあり、散歩に行く機会が
増えました。散歩に行かれると「外の空気はきもちが良い
な」とか、「この前よりも大きくなっているね」「収穫はい
つ頃かな」など自然と笑顔も見られます。園芸をする目的
として、生きがいづくり、運動不足解消になり、五感の刺
激にもつながると考えます。また、職員は、畑経験などな
いので、利用者様に教えていただきながら行っています。

そういう場面でも、利用者様と職員のコミュニケーション
が自然に取れているのは良いことだと思います。
　今後も、利用者様の笑顔がたくさん見られる様な環境づ
くりをしていき、施設理念でもあります、「温もりと心が
通ったサービスを提供する」を目指し、努力していきます。

利用者様の笑顔 介護老人保健施設　いなしきの郷
ケアワーカー主任　　兼平　恵子

　当施設は大洗町にある、入所100床、通所リハビリ40名、
開放感溢れる全室オーシャンビューの施設です。私は長
年、急性期の病院に勤めており、訪問看護を経て、７
年前から介護老人保健施設おおあらいに看護師長
として携わっております。
　現在は医師、薬剤師の指導のもと、入所者様
の減薬に取り組んでおります。入所者様は入所
時、平均でも６剤以上服薬されており、多い方
だと10剤以上服薬されています。当施設では医
師の回診が、医師である施設長はもちろん、協力
病院の医師も来館され、週に３人の医師が回診を
行っております。回診時は薬剤師、看護師が同行し、
カルテと処方箋を用意し話し合います。薬剤師から、現

入所者様の服薬について 介護老人保健施設　おおあらい
看護師長　　東山　春江

在の処方に疑問があれば意見が出され、看護師からは、
日常観察の結果や検査の結果などを報告、医師はその場
で処方を決定します。
　もちろん、薬を減らすことで症状が悪化しては
意味がないので、減薬後の観察が重要となります。
５年前から減薬に取り組んでまいりましたが、
状態が悪化する例はほとんど見られず、逆に状
態が改善する例を少なからず経験してまいりま
した。重要なのは、チーム全員が入所者様の情報
を共有していることだと思います。
　これからも、スタッフ同士が助け合い、入所者様

が明るく元気にリハビリに専念できる施設であるよう、
邁進してまいります。

スタッフ 　 　
からの一言
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� 施設長　　森川　志子
　「介護老人保健施設セントラル土浦」は、平成30年２月１日に開設した入所100名（一般棟70名、認知症専門棟
30名、ショート含）、通所リハビリ20名の施設です。
　当法人「社会医療法人若竹会」は、牛久市にあるつくばセントラル病院を中心に病院併設型老健セントラルゆう
あい、サテライト型老健セントラルふれあい129床を運営。両老健の強みを生かし、土浦市ふれあいネットワーク
プランの中で求められる老健施設の運営を目指し、土浦の地に開設致しました。
　しかし、開設し早半年、土浦市の特性や周辺地域で求められるサービスについてを学ぶ日々ですが、牛久市の老
健施設の特徴である医療依存度の高い方の積極的受け入れ等、「医療と介護の複合体」を土浦の医療機関をはじめ、
少し離れた母体の病院の支えを受けながら、少しずつですが、「セントラル土浦」においてもその機能を発揮して
いると感じています。
　平成30年の介護報酬改定で、老健の機能を評価する在宅復帰・在宅療養支援等指標が示され、在宅復帰やベッ
ド回転率、要介護4、5の割合、胃瘻、吸引割合のみならず、リハビリ／支援相談員の配置や在宅への訪問割合、
居宅サービス活用件数等様々な要素も加わりました。この指標については、地域、住環境を整備し、介護度の軽度
な方だけでなく重度な方までも住み慣れた地域での生活が継続、永続できる土台作りを老健が担うことを評価する
指標であると捉えています。私たちセントラル土浦は、老健の役割を果たすべき、「幅広い医療ケア、柔軟なリハ
ビリ、在宅生活の継続サポート」を強化させ、厚いサポート力を兼ね備えた老健施設となり、土浦市、周辺の皆様
に、安心してご利用頂ける施設となるよう頑張って参ります。　今後とも何卒、宜しくお願い致します。

茨城県土浦市真鍋新町12-10
TEL：029-893-6100
FAX：029-893-6101

社会医療法人若竹会
介護老人保健施設セントラル土浦

デイケアルーム

療養室

リハビリテーションルーム

食堂／レクリエーションルーム

介護老人保健施設　セントラル土浦外観

新 施 設 紹 介
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― 編 集 後 記 ―

水戸事務局
水戸市千波町1918（月・金９：00～13：00）
ＴＥＬ．029-291-5376　ＦＡＸ．029-291-6057

平成園
古河市旭町1-17-39（左記以外時間帯対応）
ＴＥＬ．0280-31-5998　ＦＡＸ．0280-31-7767

一般社団法人 茨城県介護老人保健施設協会

　表紙の「つちまる」は平成22年の土浦市制施行70周年を記念して誕生しました。
　日本一の生産量を誇る土浦市の特産品「レンコン」をモチーフにしています。
　また、７色の帆曳船は特別な年に運航されるもので、本年は世界湖沼会議に合わせた運航となります。本件での世界湖沼会議
の開催は23年前の第６回開催依頼２度目となり、つくば国際会議場を中心会場として、様々な研究発表や意見交換が行われます。
　この会議をきっかけとして、茨城県が世界の注目を浴びるとともに、環境問題の解決へと前進することを期待したいものです。

みがわ（水戸市）

●朝顔の壁画
　障子紙を丸く切る人・色を調合する人・染色する人・
飾る人、それぞれに作業を分担し、約３週間かけて完成
させました。染色では赤や青の絵の具を混ぜて様々な色
を作り出しました。簾に飾ると濃淡がより鮮やかに映
え、一足早く夏が訪れた施設館内です。

マカベシルバートピア（桜川市）

●虹色いきいき
　当施設の入所者様による共同作品です。
　主に女性利用者様を中心として、季節感のある作品作
りに取り組まれています。
　利用者様の共通の目標として「歳をとるごとに元気に
なろう」を掲げ、毎回利用者様同士で楽しく会話をされ
ながら、賑やかに作業活動に励んでおられます。

なでしこ（つくば市）

●折り鶴シャンデリア
　当施設の利用者様と職員で一羽一羽、大事に折った鶴
を展示スペースに飾りました。
　ぎっしり飾ると千羽鶴のようになってしまうので、配
色を考えながらシャンデリアのようにしました。
　華やかな飾りに皆さん喜ばれていました。

ゴーエン美浦（稲敷郡）

●トレーニングプールの見学
　５月下旬、施設近くの美浦トレーニングセンターへ、
通リハの利用者様と競走馬のスイミングプールでのト
レーニングを見学に行きました。
　トレーニングセンターOBの方もそうでない方も、間
近で見る馬に『かわいいね』『大きいね』と感激し、喜
んで頂いている様子が印象的でした。天気にも恵まれた
楽しい外出レクリエーションとなりました。

老健いばらき


